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発表概要     

表面処理の分野においてプラズマの用途を大別すると、１．材料の表面の性

質を変える「表面改質」、２．材料の表面を削る「エッチング」、そして、３．

材料の表面上に新たな層を形成する「コーティング」に分けられる。本講演に

おいては、1 つ目の「表面改質」をメインとしているが、一部では 2 つ目の「エ

ッチング」の要素も含んでいる。  

フッ素樹脂は表面自由エネルギーが非常に小さく、接着が極めて困難な材料

である。そのフッ素樹脂の中でも、CF2 鎖のみから構成されるポリテトラフル

オロエチレン（Polytetrafluoroethylene：PTFE）は、その表層に低分子量の脆い

層（Weak Boundary Layer：WBL [1 , 2 ]）を有するため，さらに接着の難易度が高

くなる。PTFE に対しては、単にプラズマ処理するだけでは濡れ性を向上でき

ても接着性を向上できないことが既に知られている。  

我々の研究グループでは、種々のプラズマ処理条件を検討し、プラズマ処理

中に同時に加熱（熱アシストプラズマ処理）することが特に重要であることを

見出した [3–6]。接着剤を使用して PTFE と異種材料（ステンレス鋼、アルミニ

ウム、ガラス等）を強力接着することはもちろんだが、接着剤レスでも PTFE

とゴムや金属インク、金属ペースト等との強力接着を実現している [7 ]。様々な

接着体の組み合わせについて紹介し、さらに、プラズマ処理中の加熱によって

PTFE の接着性が劇的に向上した理由についてもデータを示しながら解説す

る。また、最新の研究成果であるシリコーンゴム（Polydimethylsiloxane：PDMS）

を介した異種材料接着（PTFE／PDMS／Cu、PTFE／PDMS／SUS304、PTFE／

PDMS／ガラス等 [8 ]）についても紹介し、最後に今後の展望について触れる。  
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